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1
　
　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
化
と
は
何
か

　
蔵
前
は
「
東
京
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
─
─
2

0

2

3
年
5
月
に
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
記
事
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
か
ら
米
蔵
が
建
て
ら
れ
、
現
在
も
古
い
倉
庫
や
工
場
が
立
ち
並
ぶ
東
京
都
台
東
区
の
下
町
で
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら

古
い
建
物
を
改
装
し
た
店
舗
が
次
々
に
オ
ー
プ
ン
し
、「
東
京
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
る
（
5
月

23
日
付https://w

w
w

.asahi.com
/articles/photo/A

S20230523001494.htm
l?iref

＝pc_photo_gallery_prev_arrow

）。

　
東
京
だ
け
で
は
な
い
。
大
阪
、
京
都
な
ど
で
も
一
部
の
エ
リ
ア
が
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
に
た
と
え
ら
れ）

1
（

、
ソ
ウ
ル
の
聖
水

洞
や
パ
リ
郊
外
の
パ
ン
タ
ン）

2
（

を
は
じ
め
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
で
も
特
定
の
エ
リ
ア
が
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

現
象
が
起
き
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
5
特
別
区
の
一
つ
で
、「
摩
天
楼
」
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
隣
接
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
か
つ
て
工

業
地
帯
と
し
て
発
展
し
た
が
、
2

0

0

0
年
代
以
降
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
工
場
や
倉
庫
な
ど
を
改
修
し
た
店
や
建
物
が
増

序
章

な
ぜ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
注
目
す
る
の
か

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
都
市
の
実
験
室



序章　なぜブルックリンに注目するのか　2

え
、
内
装
も
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
風
の
レ
ン
ガ
壁
や
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
球
、
大
型
の
金
属
製
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
な
ど
ネ
オ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
な
ス
タ
イ
ル
で
統
一
さ
れ
、「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
す
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
若
者
や
観
光
客

の
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
こ
の
よ
う
な
「
モ
ダ
ン
」
と
「
レ
ト
ロ
」
を
調
和
さ
せ
た
お
し
ゃ
れ

な
エ
リ
ア
と
、
そ
の
よ
う
な
エ
リ
ア
に
特
徴
的
な
美
学
を
指
す
「
記
号
」
と
し
て
、
近
年
世
界
で
広
く
受
容
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
単
な
る
「
お
し
ゃ
れ
な
街
」
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
る
。
2

0

0
以
上
の
言
語

が
話
さ
れ
、
5
割
の
世
帯
が
家
庭
内
で
英
語
以
外
の
言
語
を
話
す
ほ
ど
多
く
の
移
民
が
集
ま
る
街
で
も
あ
る
。
黒
人
を
は
じ

め
と
す
る
人
種
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
集
住
エ
リ
ア
で
、
数
々
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
輩
出
し
て
き
た
街
で
も
あ

る
。
2

0

1

7
年
に
は
地
元
出
身
の
黒
人
ラ
ッ
パ
ー
、
ノ
ト
ー
リ
ア
ス
・
Ｂ
・
Ｉ
・
Ｇ
の
没
後
20
周
年
を
記
念
し
て
、
名
曲

「
ジ
ュ
ー
シ
ー
」
の
一
節
で
あ
る
、“Spreadlove,it ’stheB

rooklynw
ay

”

（
愛
を
拡
散
し
よ
う
、
そ
れ
が
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
や
り
方
だ
）
と
書
か
れ
た
巨
大
垂
れ
幕
が
作
ら
れ
、
一
大
ス
ポ
ー
ツ
施
設
バ
ー
ク
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の
天
井
に
吊
る
さ
れ

た
こ
と
に
も
、
こ
の
街
に
お
け
る
ラ
ッ
プ
や
黒
人
文
化
の
重
要
性
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
人
種
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
警
察
の
暴
力
が
繰
り
返
さ
れ
た
歴
史
を
も
ち
、
2

0

2

0
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
運
動
が
と
り
わ

け
大
規
模
に
展
開
さ
れ
た
街
で
も
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
つ
住
民
た
ち
が
暮
ら
し
、
そ
の
文
化
が

息
づ
く
街
で
も
あ
る
。

　「
お
し
ゃ
れ
な
街
」
と
人
種
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
移
民
の
街
。
こ
の
二
つ
の
顔
が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
い
う
場
で
ど
の
よ
う

に
一
つ
の
世
界
を
な
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
矛
盾
や
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
。「
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
化
」
と
は
単
な
る
記
号
化
さ
れ
た
美
学
の
世
界
的
な
広
が
り
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
空
間
の
変
化
と
と
も
に
生
き
る
人
び

と
の
生
活
と
実
践
を
指
す
言
葉
と
し
て
本
書
で
用
い
る
。
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2
　
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
代
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
だ
が
2
0

2

0
年
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
招
い
た
未
曾
有
の
事
態
に
陥
っ
た
。
医
療
体
制
の
崩
壊
と
経
済
へ

の
打
撃
が
深
刻
化
し
、
国
境
を
こ
え
た
人
の
移
動
は
完
全
に
停
止
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
じ
年
に
、
日
本
全
体
で
不
動
産
投
資

額
は
増
大
し
、
特
に
海
外
投
資
家
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
は
2

0

2

0
年
上
半
期
に
全
体
の
6
割
を
占
め
る
ほ
ど
増

加
し
た
の
で
あ
る）

3
（

。
米
国
大
手
投
資
会
社
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
も
投
資
を
拡
大
し
、
同
年
日
本
で
の
不
動
産
取
得
総
額
は

6

0

0

0
億
円
に
達
し
た
（
日
本
経
済
新
聞
2

0

2

0
年
12
月
2
日
）。
東
京
都
心
部
で
は
オ
フ
ィ
ス
空
室
率
の
上
昇
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
再
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
行
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
2

0

2

0
年
10
月
に
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
住
宅
の
売
上

額
が
過
去
10
年
で
最
高
を
記
録
し
、
そ
の
後
も
不
動
産
価
格
の
上
昇
は
続
い
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
庭
や
テ
ラ
ス
付
き
の
住

宅
を
求
め
る
人
が
増
え
た
こ
と
、
公
共
交
通
網
が
整
っ
て
い
て
都
心
に
出
や
す
い
が
都
心
よ
り
は
住
宅
コ
ス
ト
は
低
い
こ
と

な
ど
が
要
因
に
あ
げ
ら
れ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
も
都
市
へ
の
投
資
は
形
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
、
都
市
空
間
を
根
底
か

ら
変
え
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
変
容
を
指
す
こ
と
ば
に
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（gentrification

）」
が
あ
る
。
地
区
の
建

造
環
境
の
更
新
と
住
民
構
成
の
変
化
が
同
時
に
起
き
る
こ
と
を
指
し
「
地
区
の
富
裕
化
、
高
級
化
」
と
も
訳
さ
れ
る
。

1

9

8

0
年
代
よ
り
英
米
圏
を
中
心
に
研
究
が
広
が
り
、
近
年
日
本
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
都
市
衰
退
地
区
の
民
間

に
よ
る
「
再
生
」、
行
政
主
導
型
の
再
開
発
に
よ
る
「
高
級
化
」、
住
宅
ロ
ー
ン
の
証
券
化
を
通
し
た
投
資
や
エ
ア
Ｂ
＆
Ｂ
の

よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
資
本
主
義
の
拡
大
、
グ
ロ
ー
バ
ル
富
裕
層
に
よ
る
「
都
市
の
貸
金
庫
化
」
な
ど
実
に
多
様
な
現

象
が
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
（
森

　2020b:332

─333

）、
こ
こ
で
は
都
市
の
ハ
ー



序章　なぜブルックリンに注目するのか　4

ド
面
（
建
造
環
境
）
と
ソ
フ
ト
面
（
住
民
や
利
用
者
の
実
践
、
文
化
）
の
「
高
級
化
」
と
暫
定
的
に
定
義
し
て
お
こ
う
。

　
21
世
紀
に
入
り
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
多
く
の
都
市
で
政
治
問
題
に
発
展
し
た
。
2

0

0

1
年
パ
リ
市
長
選
、

2

0
1
3
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選
、
2

0

1

5
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
長
選
、
2

0

1

6
年
ロ
ン
ド
ン
市
長
選
は
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
も
な
う
地
価
高
騰
と
住
宅
難
が
争
点
の
一
つ
と
な
り
、
居
住
運
動
の
活
動
家
だ
っ
た
ア
ダ
・
ク
ラ
ウ

が
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
長
に
な
っ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
手
頃
な
住
宅
の
供
給
を
訴
え
た
候
補
が
勝
利
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下

で
行
わ
れ
た
2

0
2
1
年
9
月
ド
イ
ツ
総
選
挙
で
も
首
都
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
に
住
宅
コ
ス
ト
抑
制
が
主
要
争
点
の
一
つ
と
な

っ
た
（
毎
日
新
聞
2

0

2
1
年
9
月
8
日
）。

　
都
市
空
間
が
急
速
に
変
容
す
る
過
程
で
「
誰
に
そ
の
空
間
を
利
用
す
る
権
利
が
あ
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
実
践
が
そ
の

空
間
で
許
可
さ
れ
た
り
許
可
さ
れ
な
い
の
か
」「
誰
が
ル
ー
ル
を
決
め
る
の
か
」
を
め
ぐ
り
攻
防
が
続
い
て
い
る
。
本
書
は

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
引
き
起
こ
す
問
題
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
事
例
に
考
え
て

い
く
。

3
　
　
事
例
と
し
て
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
─
─
21
世
紀
以
降
の
都
市
空
間
の
急
変

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
総
面
積
約
2

5

0
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
2

6

3
万
（
2

0

1

6
年
）
で
大
阪
市
の
面
積
・

人
口
に
近
い
（
2

2

5
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
2

7

0
万
人
）。
2
0

2

0
年
時
点
で
白
人
35
・
4
％
、
黒
人
26
・
7
％
、

ラ
テ
ィ
ー
ノ
18
・
9
％
、
ア
ジ
ア
系
13
・
6
％
と
「
人
種
の
坩
堝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
を
反
映
す
る
多
様
な
人
び
と
が
暮
ら
し
、

37
・
6
％
が
外
国
生
ま
れ
の
移
民
の
街
で
も
あ
る
（N

Y
CD

epartm
entofCityPlanning

　2021

）。

　
北
米
の
他
地
域
と
同
じ
よ
う
に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン）

4
（

の
歴
史
は
文
化
の
接
触
と
破
壊
の
上
に
築
か
れ
た
。
先
住
民
レ
ナ
ペ
族
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の
居
住
し
て
い
た
土
地
が
16
世
紀
前
半
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
「
発
見
」
さ
れ
、
貿
易
と
疫
病

が
持
ち
込
ま
れ
、
17
世
紀
前
半
に
オ
ラ
ン
ダ

人
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
入
植
を
開
始
し
て
先
住

民
の
壊
滅
は
決
定
的
と
な
っ
た
（M

iller

　

1979:8

─9

）。

　
開
拓
が
進
み
、
全
米
有
数
の
奴
隷
経
済
の

拠
点
と
な
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン）

5
（

は
独
立
戦
争

を
機
に
工
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
る
。
港
湾

地
域
を
中
心
に
工
業
化
が
進
み
、
1

8

5

5

年
に
は
人
口
全
米
3
位
の
都
市
に
発
展
し
た
。

1

8

9

8
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
併
合
さ

れ
た
後
も
発
展
は
続
き
、
煙
草
、
砂
糖
、
綿

な
ど
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
済
に
代
わ
り
、

造
船
、
製
糖
、
醸
造
な
ど
製
造
業
が
発
展
し
、

人
口
は
1

9

5

0
年
に
は
2

7

0
万
を
超
え

た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
た
ブ

図 0─1 　ニューヨーク市地図

クイーンズ

スタテンアイランド

ブロンクス

マンハッタ
ン

ブルックリン
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ル
ッ
ク
リ
ン
は
1

9

5

0
年
以
降
に
衰
退
す
る
。
連
邦
政
府
の
郊
外
化
政
策
と
脱
工
業
化
、
官
民
共
同
の
人
種
主
義
的
実
践

と
い
っ
た
全
米
に
共
通
す
る
背
景
の
下
、
1

9

4

0
〜
1

9

7

0
年
代
に
大
量
の
白
人
住
民
が
郊
外
に
流
出
し
、
投
資
撤
退

に
よ
り
都
市
の
荒
廃
が
加
速
し
た
。

　
1

9

7
0
年
代
以
降
も
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
衰
退
は
続
き
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
映
画
「
サ
タ

デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
フ
ィ
ー
バ
ー
」（
1

9

7

7
年
）
に
も
表
れ
て
い
る
。
主
人
公
ト
ニ
ー
が
暮
ら
す
「
労
働
者
階
級
の
街
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
」
が
「
富
裕
層
の
街
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
」
と
の
対
比
で
描
か
れ
る
が
、
な
か
で
も
ト
ニ
ー
と
彼
が
恋
す
る
ス
テ
フ

ァ
ニ
ー
（
彼
女
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
転
居
に
成
功
し
た
）
の
次
の
会
話
は
象
徴
的
だ
。

　
─
─
職
場
に
は
立
派
な
人
ば
か
り
。
チ
ン
ピ
ラ
は
い
な
い
わ
。

　
─
─
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
だ
か
ら
っ
て
軽
蔑
す
る
な
よ
。
地
獄
じ
ゃ
な
い
。

　
─
─
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
は
違
う
わ
。
川
一
つ
で
人
ま
で
違
う
の
よ
。
全
て
の
点
で
何
も
か
も
美
し
い
わ
。
人
も
景
色
も

事
務
所
も）

6
（

。

　
だ
が
21
世
紀
以
降
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
大
き
く
変
化
し
た
。
庶
民
の
街
だ
っ
た
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
は
高
層
ビ
ル
街
と
な
り
、

北
部
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
林
立
し
、
中
央
部
で
は
赤
茶
色
の
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー
ン
建
築
の

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
が
改
修
さ
れ
、
邸
宅
街
の
雰
囲
気
が
蘇
っ
た
。
そ
し
て
「
全
米
住
み
た
い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
名
を
連
ね
、

「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
震
源
地
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
変
化
し
た
の
で
あ
る）

7
（

。

　
目
覚
ま
し
い
変
容
は
「
成
功
モ
デ
ル
」
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
。
2

0

1
5
年
11
月
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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で
開
催
さ
れ
た
「
第
6
回
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
不
動
産
サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
不
動
産
業
界
の
関
係
者
約
8

0

0
名

が
詰
め
か
け
、
開
会
の
挨
拶
で
主
催
者
「
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
代
表
タ
ッ
カ
ー
・
リ

ー
ド
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
「
成
功
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
こ
う
述
べ
た
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
け
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ト
レ
ノ
、
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
（
中
略
）
世
界
の
大
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
発
言
に
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
他
都
市
に
も
適
用
可
能
な
再
開
発
モ
デ
ル
と
し
て
記
号
化
し
、
商
品
化
す
る
不
動
産

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
戦
略
が
読
み
取
れ
る
。
実
際
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
い
う
地
名
に
結
び
つ
い
た
再
開
発
の
モ
デ
ル
や
イ
メ
ー

ジ
は
世
界
に
輸
出
さ
れ
、
移
植
さ
れ
て
き
た
。
冒
頭
で
と
り
あ
げ
た
東
京
や
大
阪
な
ど
も
そ
の
一
例
だ
。
そ
の
点
で
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
は
固
有
の
事
例
で
あ
る
と
同
時
に
、
21
世
紀
の
都
市
変
容
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
視
座
を
与
え
る
。

　
本
書
の
第
一
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
2

0
0
0
年
代
以
降
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
都
市
変
容
と
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
で

あ
る
（
第
I
部
）。
た
だ
し
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
空
間
は
自
己
完
結
的
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

州
や
国
の
政
策
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
造
や
制
度
と
い
っ
た
複
数
の
ス
ケ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
、
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る

（cf.ÇaǧlarandG
lick

　Schiller

　2018

）。
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ケ
ー
ル
の
視
角
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
変
容
を
検
討

し
、
事
例
の
固
有
性
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
他
都
市
に
共
通
す
る
問
題
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
。


